
第7回 例会 （高崎RC・高崎シンフォニーRC合同夜間例会）

（敬称略）（日 時 8/18(金) 点 鐘 18:30 会 場 暢神荘 司 会 高崎シンフォニーRC親睦委員 島﨑 真澄）

青少年奉仕事業 （TMF協会との協働）

高崎RCから高崎マーチングフェスティバル協会（TMF協会）へフラッグ等を寄贈、そして当日開催

されたサウンドパークのボランティア協力を行いました。今年度の青少年奉仕委員会事業は、地区目標

である『公共イメージ向上への戦略実践』という方針に則り音楽のある街・たかさき♪を代表するイベ

ントでもある高崎マーチングフェスティバルとの協働（支援）を通して、次世代を担う子どもたちの

活動に積極的に関わる事によりロータリークラブとしての公共イメージの向上に努めました。

青少年奉仕委員長 三村 治

（日 時 8/22(火) 開 始12:45 会 場 高崎アリーナメインアリーナ）

１． 点鐘 ・・・ 高崎シンフォニーRC会長 橋爪 健

２． ロータリーソング斉唱 ・・・ 手に手つないで

３． 開会挨拶 ・・・ 高崎シンフォニーRC会長 橋爪 健

４． ガバナー挨拶 ・・・ 国際ロータリー第2840地区ガバナー 田中 久夫

５． 幹事報告 ・・・ 高崎RC幹事 桂川 修一

高崎シンフォニーRC幹事 宮野 孝之

６． アトラクション ｢マリンバで癒しのひと時を！｣ ・・・ 講師 青木 菊美

榊原 あい

７． 乾杯 ・・・ 高崎RC会長エレクト 森田 岳志

８． 懇親

９． 閉会挨拶 ・・・ 高崎RC会長 関口 俊介

10． 点鍾 ・・・ 関口 俊介
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11月19日 地区大会までのカウントダウン あと 83 日！

http://takasaki-rc.org/
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社会奉仕事業 （輝く未来の「いのち」プロジェクトの協賛）

（日 時 8/27(日) 開 始14:00 会 場 高崎市総合福祉センターたまごホール）
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ロータリーの五大奉仕 (ロータリー資料館より)

①①①① クラブ奉仕：クラブ奉仕：クラブ奉仕：クラブ奉仕：奉仕の第一部門であるクラブ奉仕は、本クラブの機能を充実させる

ために、クラブ内で会員が取るべき行動に関わるものである。

② 職業奉仕：職業奉仕：職業奉仕：職業奉仕：奉仕の第二部門である職業奉仕は、事業および専門職務の道徳的

水準を高め、品位ある業務はすべて尊重されるべきであるという認識を深め、

あらゆる職業に携わる中で奉仕の理念を実践していくという目的を持つもの

である。会員の役割にはロータリーの理念に従って自分自身を律し、事業を

行うことが含まれる。

③ 社会奉仕：社会奉仕：社会奉仕：社会奉仕：奉仕の第三部門である社会奉仕は、クラブの所在地域または行政

区域内に居住する人々の生活の質を高めるために、時には他と協力しながら、

会員が行うさまざまな取り組みから成るものである。

④ 国際奉仕：国際奉仕：国際奉仕：国際奉仕：奉仕の第四部門である国際奉仕は、書物などを読むことや通信を通じて、さらには他国の

人々を助けることを目的としたクラブのあらゆる活動やプロジェクトに協力することを通じて、他国

の人々とその文化や慣習、功績、願い、問題に対する認識を培うことによって、国際理解、親善、

平和を推進するために、会員が行う活動から成るものである。

⑤ 青少年奉仕：青少年奉仕：青少年奉仕：青少年奉仕：奉仕の第五部門である青少年奉仕は、指導力養成活動、社会奉仕プロジェクト及び国際

奉仕プロジェクトへの参加、世界平和と異文化の理解を深め育む交換プログラムを通じて、青少年

ならびに若者によって、好ましい変化がもたらされることを認識するものである。

群馬県の犬猫収容ゼロを目指して活動するNPO法人群馬わんにゃんネットワークが主催する“輝く

未来の「いのち」プロジェクト”のシンポジウムに高崎RCは協賛しています。このシンポジウム第1部

では群馬わんにゃんネットワークについてのお話、第2部では２本足になった柴犬すみれちゃんが伝え

るいのちの大切さについての切り絵・朗読・コンサート、第3部では未来を担う子供たちの作文発表会

が行われました。このシンポジウムを通して改めて、いのちの大切さを学びました。

社会奉仕委員長 竹山 哲男


